
活動報告 四季の森公園「自然を訪ねて～樹の花・草の花」 

 

日 時：4月 16日（日） 

場 所：四季の森公園 はす池・あし原湿原周辺ほか 

参加者：一般 11名（うち JFIK会員 2名） 

スタッフ：日比野、佐野(仁)、高田(裕) 

 

昼頃から局地的に雷雨という予報でしたが、公園の午後は局地的に(？)快晴でした。汗ばむ陽気の中、いろい

ろな樹の花・草の花を見て回りました。ケキツネノボタン、セリバヒエンソウ、タチツボスミレ、ムラサキケマ

ン、カキドオシ、キンラン、エビネ等々のちゃんと花弁がある草花、ニシキギ、ツリバナ、ホオノキ、ヤマブキ、

ミツバウツギ、ヤブデマリなどの樹の花も新緑に映えてきれいでした。花弁のないヒトリシズカやナツトウダイ

もじっくり観察。コナラやシラカシ、シナサワグルミ、ヒメコウゾの雄花と雌花、雄花はすっかり落ちて若い実

をつけていたアカシデやイヌシデ、雄株の花はとっくに終わって雌株に実がついていたキブシやヤマグワ等々、

普段気に留めないような花も含めた樹の花の観察は楽しいものでした。ウワミズザクラは早くも青い実になって

おり、ホオノキが咲き始めているなど、今年はとにかくみんな開花が早いです。いつものつもりで公園に行くと、

狙った花が終わってるかもしれませんので、注意しましょう。 

 

ケキツネノボタンの特徴や名前の由来を聞く。 

 

 

カキドオシを観察、漢字では「垣通し」だそう。 

 



 
アカシデの若い実を観察、雄花は足元に。 

 

 
シラカシにも雄花・雌花のつぼみがありました。 

 

 

今日見た中で一番開花が進んでいたヤブデマリ。 


